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デジタルカメラの弱点の⼀つに、電池の消耗があげられ、Liイオン電池などの2次電
池の性能向上が重要な開発課題となります。
ソースメジャーユニットGS610により、2次電池の放電試験で実際の負荷をシミュ
レーションすることが可能になりました。

バッテリの性能評価試験

 電流変動をシミュレーション（電流シンク動作機能）
デジタルカメラで消費される電流波形をスコープコーダDL850E/DL850EVで
測定し、そのデータをソースメジャーユニットGS610に渡すことにより、よりリアル
なバッテリの放電試験が可能になります。
GS610の電流シンク（吸い込み）動作により、電池からの放電が可能です。

 発⽣・測定機能 2台の測定器が⼀台で
電流のシンク動作と同時に、電池両端の電圧の測定が可能です。
GS610 1台のみでバッテリの放電試験が可能です。

 110V、3.2Aまでのソース＆シンク動作
最⼤60Wのソース動作（電流の供給）およびシンク動作（電流の吸い
込み）による４象限動作が可能です。

 発⽣および測定機能
GS610は、定電圧源と定電流源、電圧計と電流計によって構成されて
います。個々の動作はもちろん、組み合わせにより多数の動作モードを
選択できます。

 多彩な動作モード
最⼩100μs毎に出⼒レベルを変化させることが可能です。

 USBストレージ機能による簡単なファイル操作
CSV形式の発⽣パターンファイルを、USB経由でGS610の内部メモリに
格納できます。GS610の内部メモリに格納された測定結果も、USB経由
でPCにドラック＆ドロップ操作で取り出すことが可能です。
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ソースメジャーユニット GS610

GS610の詳しい情報はこちら
DL850Eの詳しい情報はこちら

http://www.yokogawa.com/jp-ymi/tm/Bu/gs610/welcome.htm
http://www.yokogawa.com/jp-ymi/tm/Bu/DL850E/

